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日本における伝統芸能とは、歌舞伎・能など庶民が主体となり、生活コミュニティのなかで親

から子へ、引き継がれるかのように受け継がれてきた演劇のあり方であり、日本の伝統的かつ持

続性のある知恵を提供をしたコンテンツでもあるかのように思う。日本の伝統的持続してきた知

恵・芸能は、日本独特の自然的風土、仏教、神道などの教えに育まれ、鎖国制度のような政策に

制約がありながらも、江戸時代においては数百年もの太平の世を生み出し、独自の芸能コンテン

ツ、文化を生み出してきたように思える。しかしその知恵や伝統は、明治維新以降の約１世紀に

かけて独自の色が薄れたものの、西欧文化とミックスされたコンテンツが多く生まれている。現

代では、日本という土壌を踏まえ、アニメ、漫画、また新たに音楽のジャンルではヴィジュアル

系などゴシックカルチャーと日本的思想に基づく興味深い音楽文化が育まれている。海外からの

評価も高く、日本におけるコンテンツ産業の輸出物としてそれらは存在している。 

そこで果たして伝統芸能は現代において必要なのか？と言う最初の問いに戻る。まずは日本の

情勢などから見ていきたい。1945年以降、日本は敗戦をし、戦前の日本の価値を否定する風潮が

強かったのは否めない。教育分野でも、GHQにより学校教育として基本指針としていた教育勅語

を否定し、そこに存在した「日本の独特」、「知恵」などが隠されてしまった。戦後、新しい西欧

の文化を取り入れ、日本としての誇りを取り戻そうとした動きがあったのも否めない。高度経済

成長に向け日本はイノベーションと経済価値を要求された結果、欧米の持つ風土や文化の文脈を

持つ都市のあり方が日本に輸入されていき、日本の伝統がないがしろにされつつあったのではな

いかと思える。確かに日本は経済成長をし、国としての復興は目覚しいものであったのは間違い

ないことである。３Cの輸入や、アメリカの生活スタイルの憧れを想起させるTVドラマシリーズ

の展開など、人々の意識は日本の伝統芸能から、より先鋭的で、魅力的なコンテンツへと意識が

それていったようにも思える。それは市場経済価値にも多大な影響を与えた。そして時代に進む

につれ、日本の伝統的知恵や文化を継承する教育機会も、戦後は失われていき、敗戦が要因にな

り親が子に自信を持って日本の伝統を伝える機会が失われていったのであった。また戦後におい

て日本は社会科学、経済学の隆盛も著しかったが、西欧における哲学が日本の伝統に適応される

ことなく「芸術」としての分野としての確立がなかなかされなかった。社会でおきる諸々の出来

事は全て科学的に証明され、科学的に進化発展の姿を指し示すことができると問いた「唯物論」

が西欧諸国から伝わり多くの人間から信じられ西欧における芸術もその論理に支えられ、解釈さ

れてきたが、日本における伝統的知恵、「足るをしる」「自然との共生」「和を持って貴しと為す」

「物への執着より心の平安の重視」といった日本的な思想は科学的に証明されることもなく、改

めて日本の伝統文化が科学的に証明される機会と活用される機会が戦後失われた。ひとつの例と

しては、風景感があり、古来日本人は自然と共生し、その自然の美しさやワビ・サビ・幽玄など

を歌枕や山岳信仰など暗黙の了解の形で讃えてきた。しかし近代になると歌枕として讃えられて

きた場所は一気に開発され、山岳景観も欧米的な理論で語られるようになり、日本的な伝統的美

学は合理的ではない、科学的評価でないという点から後退していった。こういった流れで、日本



的な伝統的ものの見方、感性といったものが科学的なロジックから論じられる機会が少なかった

せいで日本の伝統的知恵・芸能は表舞台から遠ざかったように思える。しかし幸いにして現在で

は、社会科学の有効性について戦後のような万能論はほとんどなくなり、むしろ日本の伝統的知

恵が評価されつつあるのは喜ばしいことである。芸能コンテンツにおいても、歌舞伎は戦後苦し

い経営状況の中あらゆる挑戦を続け、親から子へ日本の伝統として、伝承が続けられた結果、か

つてこのような華美な文化が存在したことを確認し、改めて日本という国の独自の文化を確認し、

日本の「心」を愛する機会を私たちに与えて続けている。歌舞伎という芸能が生まれ発展した背

景には、日本人の知恵と強みを学び得ることができるのではないかと思う。 

 

日本の伝統的な持続性の知恵としてまとめた8 つの項目は、主として江戸時代に国民の間で培

われ、共有されたものである。江戸時代は、産業的には農耕を中心に、当時としてはかなり発達

した商工がそれを補強し、また政治的には、幕藩体制と言われる半中央集権的な強権国家であっ

た。加えて、極めて特徴的なことは、17 世紀前半に導入された厳格な鎖国政策により、海外と

の自由な通商、情報交換などが閉ざされていたことである。当時の3000 万人前後に及ぶ日本国

民は、いわば閉ざされた空間の中で、農業を基盤に活発な商工活動を行うなど、権力に対する批

判以外の面では、かなり自由な知的活動を許された。そこで歌舞伎、吉原、徘徊、音楽あらゆる

部分で庶民主体の豊かな文化が育まれたのである。そして更に驚くべきは、そのような文化が平

和のうちに2 世紀半もの間成長していった点である。その時期に形成され、国民の間で共有され

維持された知恵は、まさに当時の政治、社会、経済の条件に適合したものであり、且つ人々にと

って必要とされた知恵であった。その反面、例えば、近代的な意味での科学の探求、民主主義の

基本精神である自由・平等などの理念、民主政府の下で必要とされる透明性や公開性等のガバナ

ンスの原則など、現代社会において必要とされることは、当時の社会・政治・経済条件には不適

合かつ不必要なものであったため、当時の知恵としては存在しなかった。 

国立環境研究所の橋本禅氏が言うように「日本の伝統的知恵が広く社会に受け入れられ、 

また永きにわたり維持されてきたのは、それらが「当為」とされてきたからではなく、そ 

のような知恵に依拠して生きることが、当時の自然や社会の制約の中で生活していくうえ 

で、ある種の合理性を獲得していたからと考えている。すなわち、資源や物資が乏しい世 

の中であったから精神的な豊かさを重視し、足るを知るという規範が形成されたのであり、 

また当時の技術水準では自然の力に抗うことが出来なかったからこそ、自然に適応した技 

術や知恵が生まれ育まれてきたと考えるのである。社会において和を求める傾向もまたし 

かりである。例えば、伝統的な稲作社会においては、田植えや稲刈り、屋根替えなどの膨 

大な労働力を必要とする作業は、「結い」と呼ばれる村人の互助にもとづく共同作業により 

行われてきた。このような、互助や共同の上に成り立つ営みが多かったからこそ、社会に 

おける和が重んじられ、それが永く社会規範として保持されてきたと見ることもできる。」 

ということになる。さらに、我々がまとめた伝統的持続性の知恵は、日本だけに存在する特別な

知恵ではなく、多くの民族や国民にも共有されていたとも言える。国連大学と地球環境戦略機関 



（IGES）の協力を得て開催したミーティング（資料５参照）では、フランス、インド、中 

国、マレーシア、スリランカ、イギリスなどの出身の参加者が、自国との対比において、 

日本の知恵に少なからぬ理解を示す一方、各々の国にもかつて同様の智恵が存在していた 

ことを共感をこめて述べている。これは、江戸時代に形成された知恵が、日本の特殊状況 

下でのみ培われたものではなく、広く、世界の多くの人々に共有され、共感される可能性 

があることを示唆するものと言える。しかし、同時に外国の研究者が一様に指摘したことは、こ

のままの形では、経済市場も情報もグローバル化し、科学技術に依拠した現代社会においては、

それが日本であれ外国であれ、多くの支持と共感を得ることは難しいということである。 

 

この点については、環境文明21 が主催したワークショップやシンポジウム（資料３参 

照）においても、同様の指摘がなされている。こうしたことから、日本の伝統的持続性の知恵を

21 世紀のグローバル化した経済社会にふさわしい、合理性のある知恵とするには、この知恵の

言葉自体を、いわば現代語に翻訳する必要がある。そして、日本の伝統的持続性の知恵が我が国

特有のものではないことが示唆されたことから、この日本の伝統的持続性の知恵の「日本」を外

し、20 世紀前半まで、多くの民族、多くの国民が生きていく過程で獲得した知恵として、組み

替えていくことも可能である。 

 

現在、世界人口は増加の一途をたどっており、温暖化問題に代表される環境の悪化も極めて深刻

である。そうした中で、過去一世紀に亘って追及してきた大量生産、大量消費を基盤とする経済

の在り方に大きな制約を掛ける必要があることは明確になってきている。また、人口増加や経済

活動の飛躍的な拡大に伴って、食糧を含む資源に関しても、その制約は急速に厳しいものになっ

てきている。言い換えれば、江戸時代の日本がそうであったように、世界全体が、少なくとも物

質面ではある種の閉鎖系に入りつつあるというのが現状であろう。しかし、江戸時代の人々が

様々な知恵を持って、物的な制約の中でも心豊かなに持続的に暮らしたように、我々もまた、例

え物質面で様々な制約がかかったとしても、その中をたくましく、豊かに生きていくための知恵

を獲得すべき時期にきているのではなかろうか。そこで日本にある伝統芸能・知識を持って提唱

していくチャンスが来ているのではないかと考える。そういった視点で日本における伝統芸能は

現代において必要ではないかと私は考える。 

 

①モノへの執着より心の平安 

大量生産･消費社会は確かに便利で快適な生活をもたらしたが、その反面、ごみ問題や 

資源の枯渇問題のみならず、「モノには執着するが、モノを大切にしない」使い捨て文化を 

助長した。そしてそのことが、｢モノが全て｣「金が全て」の拝金主義を助長し、ひいては「勝ち

組」「負け組」と呼ばれる格差社会を生み出す一つの要因になっていると考えられる。そうし 

た現代社会の影の部分、特に格差社会の問題と関連付けて述べる。 

また子どもの社会においても、そうした大人社会を反映しており、いじめ、登校拒否、 



さらには親子間での虐待などが大きな社会問題になっている。「モノより思い出」というＣ 

Ｍが流れたことがあるが、子どもたちが本当に欲しているものは、ゲームでもお小遣いで 

もなく、「愛情」である。そうした点を彫りさげてみる。 

（事例） 

・現代社会の「病んだこころ」を癒すものとしての音楽･芸術、信仰などの効用 

・伊那市長谷の中尾歌舞伎の復活と維持 

・定年後田舎暮らしを求める中高年の増加 

・山村留学による子どもたちの健全な成長を促す活動 

②自然との共生 

温暖化による自然災害の増加、さらには温暖化による生態系への影響などの観点から、 

自然の理に沿った生き方、開発の必要性について述べる。生物多様性戦略にも触れる。 

（事例） 

・コウノトリの棲める街 

兵庫県豊岡市はコウノトリが野生で住める町として最近復活し、地域住民だけでなく全 

国的な注目を集めている。40 年にわたる地域の取り組みは「自然との共生」という伝統 

的な智恵を現代に活かした貴重な事例である。 

・佐渡市のトキの再生 

・棚田の保全 

③足るを知る 

エコロジカル･フットプリント分析などの科学的な視点（データ）から、既に人間活動 

は自然の環境容量を越えていることや、経済活動における成長の意味、また石田梅岩、鈴 

木正三などの思想をもとにＣＳＲの考え方について述べる。さらに、自由主義の根幹にあ 

る自由と義務の考え方と環境倫理の関係について述べる。 

（事例） 

・資源効率化とハーマン･デイリーの三原則など 

・環境文明21 が企業に対して行なったアンケート結果からみえる「成長」の考え方 

・環境文明21 が作成した｢経営者｣の資格 

④循環ともったいない思想 

ごみの循環（３Ｒ）についての取り組みは国内でも広がり、世界的にも評価されつつあ 

る。また｢もったいない｣も世界の用語になりつつある。こうしたことから循環思想を解説 

する。 

（事例） 

・循環、資源のリサイクル（再生利用）についての企業の取組み 

・ＮＧＯによるリサイクル国際貢献 

・「もったいない」運動の広がり 

⑤調和、家庭と地域の再生 



携帯メールやブログの広がりの背景には、多くの若者が人とのつながりを求めているこ 

とがあるといわるが、若者の精神的な「飢え」を満たす第一歩は、家族の絆や地域コミュ 

ニティの再生が不可欠である。そのためには、働き方の見直しや地域共同体再生が必要で 

あることなどを述べる。 

さらに、世界平和の原点は、価値や文化の多様性を認めつつ調和を保つ（「和して同ぜず」） 

ことであり、環境異変と水･食料・エネルギーなどの資源の争奪戦が予測される中、｢調和｣ 

の精神こそが世界平和の基本であることを述べる。 

（事例） 

･「和して同ぜず」の事例（仏教と神道など宗教間の共存など） 

・若者のつながり作りの事例 

･各地でのお祭りの復活 

・国際的協調の事例 

⑥精神の自由 

如何なる時代においても、物質的制約はあっても、精神的自由が制限されることがあっ 

てはならない。価値の多様性をみとめ寛容であることの真の意味を述べる。 

（事例） 

・芸術文化･アニメ世界で活躍する日本人の紹介 

・ゆとりある働き方で精神の自由を獲得した事例 → 向山塗料 

⑦先人への敬意 

お盆の墓参りや正月の初詣の意味、生命継承の仕組みなどから、命や家族が繋がってい 

くことの大切さを伝えるとともに、歌舞伎･能などの伝統芸能や伝統技術を受け継いでいく 

ことが文化･文明の維持発展に繋がることを述べる。 

（事例） 

・国際技能者オリンピックでの日本の若者の活躍。先端技術の中にも手作業があり、退職 

を前に若者に技術の伝承を行なっている。 

・世界で評価されている日本の伝統文化 

⑧教育の再生と拡充 

青少年の心の荒廃、そして最近は国際的な学力低下が問題になっているが、その一方で 

これからの子どもたちは、地球温暖化時代という厳しい時代を生きていかなければならな 

い。そうした時代を生き抜く、真に「生きる力」を育成するには、知識だけでなく、心身 

の鍛錬が必要であり、それらは家庭や学校を基本としつつも、地域全体で育んでいく必要 

がある。そうした地域社会や国家の教育力再生の必要性について述べる。 

（事例） 

・環境教育や食育（食は農、水資源、エネルギー、気象変化、生物多様性、市民間の助け 

合い、安全保障などにつながる21 世紀の最重要課題の一つ） 

・地域の寺子屋やフリースクールの取り組み 



・沖縄｢子沢山の村｣ 

・インドの挑戦･･｢教育｣が国家戦略 

２－２．特に重視すべきこと 

これまでの研究から、持続性の知恵を育むために最も重要なことは、人々の価値観を改 

めて問い直す教育ではないかと痛感している。幸い、既にある年齢に達した人々にとって 

は、「足るを知る」「もったいない」などの伝統的知恵は古い価値･知恵であっても、子ども 

たちや若者にとっては、これまで出あったことのない新しい知恵であり、伝え方によって 

は共感を呼ぶ可能性も高いと考えられる。 

しかし、現在の教育は、基本的には20 世紀後半に形成された経済社会に適応するため 

の教育であり、21 世紀の新しい時代に適応するような体系なり方法にはなっていないこと 

から、新たな時代に適応する教育を再生していく必要がある。 

言うまでもなく、教育の再生には、社会挙げての取組みが不可欠である。しかし我々Ｎ 

ＰＯとしては、江戸時代に寺子屋や私塾などが民間の力で作られ民間の手で運営されてい 

たこと、その教育は今日のような画一的教育ではなく一人一人の生徒が必要とする知識･ 技能を

授ける個別の授業であったこと、さらに教師となる人も、現在のように画一的な教 

員免許で教師となるのではなく、子供を教える意欲と徳のある人たちが情熱を込めて対応 

する私的な教育制度であったことなどを参考に、正規の教育に加えて、民間の力でインフ 

ォーマルな教育を様々な形で実現していくことができるのではないかと考えている。その 

ためにどのようなことができるか、具体的な事例を挙げながら考えていきたい。 

その一例として、食育も重要な柱であろう。現在、日本を持続可能な社会にしていくう 

えで、食の問題は大きな課題の一つである。これに関しては、環境文明21 では、「食卓か 

ら考える環境倫理」を2001 年にまとめ、さらにグリーン経済の一環として食と農の問題 

を精力的に取り上げている。そしてこの問題に対応することが、農業問題、水資源問題、 

エネルギー問題、気象・気候変化の問題、生物多様性保全の問題、あるいは市民間での助 

け合い、地球規模の安全保障の問題などにも大きく繋がると認識している。また、画一化 

された学校教育と家庭の教育力の劣化の中で、「食」をテーマにしながら、8 つの知恵との 

関係を明らかにしていく教育を実施していくことが、教育の再生にも大きく役立つと考え 

ている。そうしたことからこの課題についても今後取り上げていきたい。 

また、これらの知恵を企業で活かしてもらうことも極めて重要であると考える。なぜな 

ら企業が最終的に社会を動かすエージェントになり得ると信じているからである。現時点 

では、これらの知恵を企業戦略の中にどのように取り込めるかについての具体的なアイデ 

アはないが、そうした点についても今後掘り下げていきたいと考えている。 

 

 

 

 



① モノへの執着より心の平安親の働き方の見直しや食育の実施による心の教育地域の芸能･祭 

りの維持復活ＣＭの質の向上従業員の働き方の改善消費者教育を含む教育制度の充実ｻﾏｰﾀｲﾑの

導入長寿命型製品自然素材 

② 自然との共生自然体験家庭での環境教育生態系の保全棚田の保全護、開発の規制バイオテク

ノロジー（バイオミミックを含む） 

③足るを知る 「自足」教育 

（童話）寺子屋など民間教育による伝承事業を大きくしすぎない勇気規制、税制 技術アセスメ

ント、省物質化 

④循環 「循環」教育 3R の活用、もったいない運動の表彰３Ｒの推進 ３Ｒ推進と税制 

整備再資源化技術 

⑤ 調和、家族と地域の再生 伝統芸能、お祭り、神楽地域活動休暇などの導入 

ネットワーク社会・パートナーシップの推進伝統芸能・文化 

への助成金 

⑥精神の自由 偉人物語の輪読社員のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

NGO 活動の支援 

⑦先祖・先人 家族･地域の伝統行事の実施と参加技術の継承方法の 

充実民族･歴史教育の充実 

⑧教育の再生 親の教育力 向上講座 社会人教育（大学院など） 

｢寺子屋」の復活企業内研修の実施 インフォーマルな教育の充実を含む教育制度の 

強化 

 


